










































































 

118 号 あなたがいて「わたし」がいる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<パースペクティブ> 植物から生きものの関わり合いを探る/末次健司 

<スペシャルストーリー> 草食動物の時間/山之内克紀 

<ペーパークラフト> とび出す食草園のチョウ(ウラギンシジミ) 

<BRH NEWS> 公開シンポジウム「生きものの多様性の源泉を探る」 

 

119 号 あなたがいて「わたし」がいる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<レクチャー＆トーク> 私のきのこ学/相良直彦×永田和宏 

<アカデミア> 生きものの多様性の源泉を探る 

<パースペクティブ> あなたがいて「わたし」がいる 

<リサーチ>  

・アリを利用する植物の護身術/山尾 僚 

・森を育む種子散布の多様性/佐藤宏樹 

<ペーパークラフト> 超遺伝子 表現多型を生むゲノム(ノドジロシトド) 

<BRH NEWS> 

・京都府立植物園に食草園がオープンしました！ 

・肉食動物の時間 2025 年 1 月 18 日（土） 

・【最新論文】イチジクの花嚢壁に寄生するタマバエの新属・新種の発見 

・【最新論文】ゲノム規模データによる節足動物の系統関係の解明 

 

 

 

 

 



 

３．カードの誌面の例（118・119 号） 
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２−２．展示ホールの刷新 

担当:平川 美夏、奥井 かおり、阪内 香 

 

1.エントランス展示の更新 

30 周年を経た生命誌の新たなシンボル

展示として、来館者を迎えるエントランス

に JT 生命誌研究館の活動を一望できる展

示を製作した。当館入口入ってすぐ左には

2012 年から『蟲愛づる姫君』が展示され、

平安時代に書かれた短編集『堤中納言物語』

に登場する蟲愛づる姫君を通して、当館が

大切にする「愛づる」心とともに小さな生

きものを愛づるの実践としての研究を伝え

てきた。時を経て研究室の入れ替わりに伴

い、展示コンセプトはそのまま引き継ぎ、

イメージを一新する展示とした。新たな展

示は、17 世紀を中心に昆虫画を数多く描き

“蟲愛づる人”とも称されるマリア・ズィ

ビラ・メーリアンが新たな案内役とした。

『生命誌オペラ-蟲愛づる-』と題し、当館

の活動を舞台の上の人形たちが伝え、生命

誌の心と研究内容を映像で紹介する。オペ

ラ劇場に見立てた当館の建物は、地上に展

示ホールと表現セクターの活動を表現し、

中段に研究セクターの実験風景にファンタ

ジーを交えて描き、最上階はチョウが訪れ

る食草園と館長室をイメージした。 

来館者が人形たちに自らを重ねて当館に

入って楽しむことができる。 

 

新展示『生命誌オペラ-蟲愛づる-』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.企画展『マリア・ズィビラ・メーリアン 

 スリナム産昆虫変態図譜展』 

エントランス展示の案内役を務めるメー

リアンは、幼少の頃からチョウやガの幼虫

をつかまえて持ち帰り、飼育と観察を通し

て変態する様子を美しく絵に表現し、生涯

をそれに捧げた人物である。50 代の頃に当

時オランダ領であった南米のスリナムを訪

れ、2 年にわたり現地の動植物を描いた。

帰国後、それらをまとめた「スリナム産昆

虫変態図譜」を出版し、同時代に繰り返し

再版され、高く評価された。この 1726 年版

を所有する実業家の白石雄治氏は、現代に

おいても多くの人に触れてもらいたいと自

ら製作総指揮を執り、日本語訳をつけ 2022

年に復刊した。白石氏の支援のもと、収録

された作品を紹介する企画展を制作し、エ

ントランス新展示の公開(2025 年)にあわ

せて開催する。 

 

企画展『マリア・ズィビラ・メーリアン スリナム産昆虫変態図譜展』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



3.企画展示の開催 

 2022 年より開催した企画展示「生きもの

の時間」展は、2023 年末に第 4 回「生命誌

の時間」の制作をもって完成し、2024 年前

半は全 4 回のシリーズ全体を一堂に会し、

あらためて「生きものの時間」展として展

示ホールにて開催した。生命誌絵巻、生命

誌マンダラの立体オブジェは、引き続き展

示ホール中央で来館者を迎えている。8 月

からは、2021 年に制作した「食草園が誘う

昆虫と植物のかけひきの妙」展を共創事業

における食草園の展開と連動したリバイバ

ル展示として開催した。また、企画展示室

では、過去に好評を博した企画展示「食草

園の四季写真展」、「JT 生命誌研究館の紙工

作展」をそれぞれ開催した。冬期、生きも

のの活動が少なくなる食草園に代わり、展

示を楽しんでもらう良い機会となったほか、

造形がユニークな紙工作の展示は海外から

の来館者にも好評であった。 

  
 
 
 



 

２−３．総合知を目指すサイエンスコミュニケーション活動に関する

共同研究 

担当:蘇 智慧、阪内 香、平川 美夏

 

国立科学博物館（科博）、トータルメディア

開発研究所（TM）による標記の共同研究に参

加し、「イチジクとイチジクコバチの共生」を

テーマとしてメタバースコンテンツを制作し

た。また、コンテンツを活用した模擬授業お

よびワークショップを実施する（2025 年も継

続）。 

 

1.研究目的 

共同研究の目的は「全国の科学系博物館

が時代の変化に対応するサイエンスミュニ

ケーション活動を展開するため、創造的で

対話的な展示及び、教育普及事業、その他

の文化的活動に関する企画及び実践プログ

ラムを開発し、その展開と実践の支援方策

の研究開発を行う。」であり、その具体とし

て次の活動を行った。 

 

2.実施内容 

(1) メタバースコンテンツの制作 

題材として「イチジクとイチジクコバ

チの共生」を取り上げ、生きものの関わ

り、生命のつながりを考えるプログラム

の開発を行った。仮想空間上でコミュニ

ケーションを実現するメタバースを用い、

イチジクコバチとイチジク果実がライフ

サイクルを通して相互作用する様子を 8

シーンの３D アニメーションで再現した。

TM と TOPPAN の共同開発による博物館向

けコミュニケーションシアター「ダビン

チ・スタジアム」に実装し、メタバース

プラットフォーム「メタパ®」で利用する。

ここでは、メタバース空間に入場したア

バターがシアター上の３D アニメーショ

ンに自由に接近して観察を行い、同じく

アバターである講師の説明を聞いたり、

サイエンスコミュニケーターが介在して

質問に答えたり、体験を通して考えを共

有することにより理解を深めることがで

きる。 

 

(2) メタバースを用いた模擬授業 

制作したメタバースコンテンツを使用

した模擬授業を文化学園杉並中学・高等

学校の協力で実施した。「イチジクとイチ

ジクコバチの共生」から生きものの共生

について考える講義にアバターとして参

加し、講師による講演とコミュニケータ

ーによる質疑を行った。この模擬授業は、

ダビンチスタジアムのドローン機能で録

画を行い、メタバースコンテンツの実演

動画とした。 

 

(3) AI コミュニケーターの開発 

メタバースコンテンツの自動運用を目

指して AI によるアバターキャラクター

の実装について研究を行った。「イチジク

とイチジクコバチの共生」についての学

習データを提供し、AI サイエンスコミュ

ニケータを試作した。一般的な動植物の

知識を加え、親しみやすいキャラクター

を設定した第一段階の AI サイエンスコ

ミュニケーターは、授業の実演動画とと

もに福岡市科学館の実験的な展示を行う

クリエイティブスペースに展示し、実用

を通して機能の向上を図る。 

 

 

 



 

(4) 展示ホールビデオブースへの実装 

展示ホールのビデオブースの機器を更

新し、今後メタバースを館内でも体験で

きるよう備えた。本年は、３D アニメー

ション部分をインタダクティブに操作し

て見られる仕組みと上述の模擬授業の実

演動画を搭載した。今後、自動再生や AI

コミュニケーターの導入などの実験的な

試みを経て、展示としての実装を行う。 

(5) 実習と講演によるワークショップの運

営 

メタバースコンテンツを利用し、「イチ

ジクとイチジクコバチの共生」を体験す

るワークショップを福岡市科学館、科博

付属自然教育園、あくあぴあ芥川と共催

で計画した。本年は、企画及びプログラ

ムの構成を行い、2025 年に実施する。 

模擬授業の様子  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ビデオブースでの上映  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

AI コミュニケータ （福岡市科学館）        

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

２−４．インターネットの活用と発信 

担当：後藤 聡、他 

 

１．JT 生命誌研究館ホームページの発信 

ホームページは、JT 生命誌研究館のイ

ンターネット上での顔であり、研究発表

や催しなどの最新のニュースを届けると

共に、当館の開館時間、展示など来館者

のための基本情報や、読み物である季刊

「生命誌」など、今の活動と足跡とを広

く発信している。月 2 回、催しのお知ら

せや、館員からのメッセージを発信して

いる。また研究室のページは、随時館員

の手によって最新の論文や研究成果の情

報を更新している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●ホームページの運用 

月 2 回の定期更新を通して、トップ

ページには、新着情報やおすすめコン

テンツを掲載している。来訪者がサイ

ト内を不便なく閲覧できるようホーム

ページ全体を見直し、語句や画像など

小規模な修正やページ移動の導線のよ

うな大規模な改修によりよりわかりや

すいホームページに改善した。具体的

には展示ガイドの申し込みまでの導線

がわかり辛く電話での問い合わせが多

かったため、トップページの目立つ位

置に配置したことなどがある。 

 2024 年度は、WEB サイト全体で 126

万件のアクセスがあった。よく見られ

ているページの上位は、季刊「生命

誌」の記事が多数を占めるが、本年度

は「みんなの広場」に昆虫に関する質

問が多く寄せられ、それに伴いラボの

ページのアクセス数も順位が高くなっ

た。チョウの飼育など身近な生きもの

への関心の高さを反映しているとみら

れる。 

トップページの導線変更後の画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

●画像投稿システムの活用 

リバイバル企画展示「食草園が誘う昆

虫と植物のかけひきの妙」に連動して、

2022 年より開始した画像投稿システム

を活用し、読者が撮影したチョウや植物

など身近な生きものの写真を募集し、ホ

ームページに掲載した。夏の恒例の企画

として好評であり、常連の投稿者も含め

多数の投稿が寄せられた。今後さらに多

くの対象が関心をもつテーマを検討し、

写真投稿を通した交流の場として育てて

いく。 

 

企 画：チョウや植物の写真を撮って 

投稿しよう！2024 

会 期：2024 年 8 月 1 日〜9 月 30 日 

投稿数：69 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●生命誌かるたの製作 

「生命誌かるた」は、2019 年に「生

命誌からのお誘い」として読み句の募集

を開始し、五十音を揃えるため２回の追

加募集を行い、応募総数 550 の中から、

生命誌を考え楽しむ選び抜かれた五十音

（四十八音）の句を読み札にしたもので

ある。 

本年度は選ばれた五十音（四十八音）

の句に、多くの人が科学を身近に感じ、

生きものを見つめ、考え、学べる絵札を

作成した。また、それぞれの句の理解を

より深められるよう解説文も作成した。 

 

生命誌かるたの絵札と解説文の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

●「みんなの広場」の運用 

「みんなの広場」は、インターネット

上の語り合いの場である。2024 年度は

130 件の投稿があった。昨年に続き当館

の館員からの発信である「研究館より」

に対するコメントが多かったが、本年度

は特に 8-11 月の間にかけて「みんなの

広場：ナミアゲハの蛹化失敗」の読者の

投稿ページへ 1 万 3000 回もの異例のア

クセスがあった。Google の検索上位に

表示されたことで、投稿の連鎖が生じた

と考えられ、想定外の長大なスレッドと

なったため、表示容量をこえる事態とな

った。この経験を踏まえ、豊かな交流の

場として適切な運用を行い、動向を注視

していく。 

●メールマガジンの発行 

ホームページの更新日にあわせて、最

新情報をお届けするメールマガジンを発

行している。登録者数は少しずつ伸び続

け、現在 7595 件（2025 年 1 月時点）に

達した。 

読者の反応は良好で、本年度も催しの

申し込みや投稿募集などの企画では、配

信してから短期間でレスポンスがあり確

実に読者に届いていることを実感してい

る。正確かつわかりやすい情報発信を心

がける。 

 

 

 

 

 

 

２．ソーシャルメディアによる発信 

ソーシャルメディアを利用して親しみや

すく研究活動を発信し、JT 生命誌研究館

を身近なものとして関係を築くことを試み

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●LINE 

新規開設国内の利用者数が最大である

SNS、LINE の公式アカウント 

（@brh_official）を 2022 年度より運用

している。本年度は、「友だち登録数」

が 1,260 名を超えた。月 2 回、催しや季

刊誌の発行情報、最新の研究活動につい

ての情報をビジュアルバナーで伝えた。 

また、桜の通り抜けに伴う開館時間の

延長など臨時の情報を伝えることにも活

用した。今後もビジュアルでの訴求力が

高く、手軽に配信できる LINE の良さを

生かした発信を行なう。 

 

友だち登録数：1,266 名 

（2025 年 1 月時点） 

LINE のビジュアルバナーの例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

●YouTube の活用 

催しの記録映像や生命誌の映像作品、

季刊誌の取材映像や研究活動の動画な

ど、YouTube サイトから配信を行なって

いる。2023 年度は、月々の催しやアド

ベンチャーワールドの講演の記録映像も

配信し、「現地参加の予約が取れなかっ

たので後日動画を見たい」という要望に

も応えている。 

2020 年度に催しや研究動画の配信を

始め、2021 年度からは毎年 300〜400 人

ずつチャンネル登録者が増えていたが本

年は 500 名程度増加し、現在は 1,560 名

（2025 年 1 月時点）となった。 

タイトル数の増加に伴う探しにくさに

対して、催しの告知ページから記録動画

へ誘導するなどの工夫を行なった。検索

性の向上についても検討中である。 

 

YouTube チャンネルトップページ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              









 

 

２．予約来館件数の経年変化 

過去 10年の予約来館の実績を表にまと

めた。結果、2024 年は予約件数が最も多

い年であったことがわかった。一方で、予

約来館による来館者数は前年より減少し

ており、特に高齢者団体の減少が顕著で

あった。また、子ども会や PTA 等の小学

生団体が 2023年は多く来館していた反動

も見られた。当館は１名から展示ガイド

を予約できる点が、アピールポイントの

一つとなっている。一方、使用中の予約シ

ステムでは、１つの時間枠に１件のみ予

約となっており、1 名でも 50 名でも１件

となるため、件数の増加が来館者の増加

と結びついていない。展示ガイドスタッ

フの人数に対し、可能な受け入れ人数分

の予約が取れるよう、予約システムを見

直すことを検討している。 

10 年間 月ごとの展示案内ガイド予約件数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

団体件数と来館人数の前年比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注） 2020 年 2 月 28 日から 6 月 1 日まで臨時休館/2020 年 6 月 2 日から時短・事前予約制で開館/ 

2020 年 8 月 15 日から通常開館/2020 年 10 月 1 日から展示案内プログラム予約開始/ 

2021 年 4 月 27 日から 6 月 21 日まで臨時休館 





































































 

社会に開かれた活動報告 

日程 対象者 場所 行事名・内容 定量実績 

2024/3/7 一般 オンライン 

尾崎 

問い合わせフォームの質問に回答

「プラスチック容器内で産卵した蝶

について」 

1 件 

2024/3/31 科学者 
仙台 

国際センター 

宇賀神 

日本昆虫学会第 84 回大会・第 68 回

日本応用動物昆虫学会大会  

合同大会 口頭発表 

100 名 

2024/4/3 一般 オンライン 

尾崎 

問い合わせフォームの質問に回答

「昆虫にハマる子供と怖がる子供に

ついて」 

1 件 

2024/4/4 一般 オンライン 

尾崎 

問い合わせフォームの質問に回答

「ツヤのある黒い虫という共通点が

あるのに嫌われるゴキブリと人気の

カブトムシについて」 

1 件 

2024/4/4 一般 オンライン 

尾崎 

問い合わせフォームの質問に回答

「水没した蛹が無事に羽化したとの

報告について返信」 

1 件 

2024/5/1 一般 オンライン 

尾崎 

問い合わせフォームの質問に回答

「アゲハチョウの休眠と越冬時の耐

寒性について」 

1 件 

2024/5/4 一般 オンライン 

尾崎 

問い合わせフォームの質問に回答

「アゲハチョウ幼虫臭角が放つ臭い

物質の人体への影響について」 

1 件 

2024/5/8 一般 オンライン 

尾崎 

問い合わせフォームの質問に回答

「シネフリンを合成できないミカン

の作成が可能であるかについて」 

1 件 

2024/5/14 一般 オンライン 

尾崎 

みんなの広場のコメントに回答 

「越冬したクロアゲハの羽化につい

て」 

1 件 

2024/5/14 一般 オンライン 

尾崎 

みんなの広場のコメントに回答 

「オーストラリアで飼育している蝶 

orchard swallowtail の蛹化につい

て」 

1 件 

2024/5/18 
科学者 

一般 

BRH 

オンライン 

尾崎・佐々木 

虫の会(拡張版) 

「ピン留め」と「退縮」で作る昆虫

の鋭い構造 -カブトムシの角とクワ

ガタムシの大顎を例に- 

BRH 41 名 

Zoom 参加   8 名 

YouTube ライブ

視聴  50 名 

2024/5/30 一般 オンライン 

尾崎 

みんなの広場のコメントに回答 

「クロアゲハ蛹の羽化時期を調整す

る方法について」 

1 件 

2024/6/21 科学者 オンライン 

尾崎 

論文査読結果を提出 

MDPI Insects 誌 

不特定多数 

 



 

日程 対象者 場所 行事名・内容 定量実績 

2024/6/25 科学者 オンライン 

尾崎 

論文査読結果を著者に通知 

DNA Research 誌 

不特定多数 

2024/7/2 一般 オンライン 

尾崎 

みんなの広場の質問に回答 

アゲハ類の幼虫が、寄主植物に対し

て発育を促す物質を出していのか？ 

1 件 

2024/7/5 一般 オンライン 

尾崎 

8 月 8 日放送  読売テレビ「ダウンタ

ウン DX」出演者によるコメントの事

実確認。 

（テロップ内容） 

「蝶は自分の幼虫が食べる適切な植

物の葉っぱを見つけるため、前脚に

ある感覚毛に味覚センサーがあり、

味を感じることができる。（JT 生命誌

研究館 尾崎 克久研究員より）」 

  

2024/7/16 科学者 
チェコ生命科学

大学プラハ校 

尾崎 

国際化学生態学会シンポジウム招待

講演 

約 160 名 

2024/7/19 科学者 オンライン 

宇賀神 

投稿論文アクセプト 

Journal of Experimental Biology 

不特定多数 

2024/7/27 一般 
BRH 

オンライン 

尾崎 

生命誌レクチャー運営 

「昆虫の変態のふしぎ」 大門高明

教授（京都大学） 

BRH: 48 名 

ｵﾝﾗｲﾝ: 96 名 

2024/8/1 高校生 BRH 
香川県立高松西高等学校 

研究フロア見学 
24 名 

2024/8/6 一般 早稲田大学 

尾崎・佐々木 

【共創】ユニラブ 

「チョウが植物を見分ける仕組みを

知ろう」 

参加者：7 名 

父兄：5 名 

2024/8/7 一般 オンライン 

尾崎 

みんなの広場の質問に回答 

アゲハ類幼虫の発育速度や体サイズ

の個体差について 

1 件 

2024/8/10 一般 オンライン 

尾崎 

みんなの広場の質問に回答 

蝶の幼虫が蛹化前に歩き回る行動に

ついて 

1 件 

2024/8/20 一般 オンライン 

尾崎 

みんなの広場の質問に回答 

幼虫が下痢状のフンをしないまま蛹

化できるのかについて 

1 件 

2024/8/23 一般 オンライン 

尾崎 

みんなの広場の質問に回答 

買ってきた野菜についていたイモム

シの様子について 

1 件 

2024/8/24 一般 オンライン 

尾崎 

みんなの広場の質問に回答 

チョウが蛹になる場所の選択につい

て 

1 件 

2024/8/24 一般 オンライン 

尾崎 

みんなの広場の質問に回答 

何も食べなくなって数日経過した幼

虫に関して 

1 件 

 



 

日程 対象者 場所 行事名・内容 定量実績 

2024/8/27 高校生 
京都府立 

桃山高等学校 

尾崎 

特別講義の依頼を受けて 

「チョウの好き嫌いを最新の技術で

読み解こう」 

「進化という言葉の生物学的な本当

の意味」 

生徒：74 名 

教員： 4 名 

2024/8/27 一般 オンライン 

尾崎 

みんなの広場の質問に回答 

市販のミツバを与えたキアゲハの幼

虫の様子について 

1 名 

2024/8/27 一般 オンライン 

尾崎 

みんなの広場の質問に回答 

ジャコウアゲハの卵が孵化しないの

は高温の影響なのかについて 

1 名 

2024/8/27 一般 オンライン 

尾崎 

みんなの広場の質問に回答 

畑から連れ帰ったキアゲハの幼虫の

様子について 

1 名 

2024/8/27 一般 オンライン 

尾崎 

みんなの広場の質問に回答 

ナミアゲハの幼虫が 1 個体だけ終齢

期間が長くなっていることについて 

1 名 

2024/8/28 一般 オンライン 

尾崎 

みんなの広場の質問に回答 

蛹の中で起きていることについて 

1 名 

2024/8/31 一般 
BRH 

オンライン 

尾崎 

生命誌レクチャー運営 

「ベジタリアンなハエの作り方 

 -ワサビ受容体の進化に着目して-」  

鈴木啓博士（イェール大学）」 

台風接近のため

中止 

2024/8/31 一般 オンライン 

尾崎 

みんなの広場の質問に回答 

幼虫が脱皮した際、古い皮が残って

いる場合について 

1 名 

2024/9/2 一般 オンライン 

尾崎 

みんなの広場の質問に回答 

アゲハチョウ成虫の餌について 

1 名 

2024/9/3 一般 オンライン 

尾崎 

みんなの広場の質問に回答 

蛹になる直前に黒くなってしまった

幼虫について 

1 名 

2024/9/3 一般 オンライン 

尾崎 

みんなの広場の質問に回答 

アオスジアゲハの蛹を保護するかど

うかについて 

1 名 

2024/9/18 一般 オンライン 

尾崎 

みんなの広場の質問に回答 

休眠蛹を無事に羽化させる方法につ

いて 

1 名 

2024/9/18 一般 オンライン 

尾崎 

ラボ質問フォールからの情報提供に

回答 

クスノキを食べて育っているシロオ

ビアゲハについて 

1 名 

2024/9/28 一般 オンライン 

尾崎 

みんなの広場の質問に回答 

キアゲハ幼虫の餌変更について 

1 件 

 



 

日程 対象者 場所 行事名・内容 定量実績 

2024/9/28 一般 オンライン 

尾崎 

みんなの広場の質問に回答 

クロアゲハ幼虫の瘤について 

1 件 

2024/9/28 一般 オンライン 

尾崎 

みんなの広場の質問に回答 

オオスカシバの鱗粉がなぜ作られる

のかについて 

1 件 

2024/9/28 一般 オンライン 

尾崎 

みんなの広場の質問に回答 

弱ったナミアゲハ成虫が再びげんき

になるのかについて 

1 件 

2024/9/28 一般 オンライン 

尾崎 

みんなの広場の質問に回答 

蛹化に一部失敗したナミアゲハが羽

化できるのかについて 

1 件 

2024/10/8 一般 オンライン 

尾崎 

みんなの広場の質問に回答 

ナミアゲハの蛹に、幼虫の脱皮殻が

残っている場合、取り除いた方が良

いのかについて 

1 件 

2024/10/8 一般 オンライン 

尾崎 

みんなの広場の質問に回答 

アオスジアゲハの蛹に、幼虫の脱皮

殻が残っている場合、取り除いた方

が良いのかについて 

1 件 

2024/10/8 一般 オンライン 

尾崎 

みんなの広場の質問に回答 

終齢幼虫への餌の補充を行うべきか

について 

1 件 

2024/10/8 一般 オンライン 

尾崎 

みんなの広場の質問に回答 

柚子で育ったアゲハチョウの幼虫

に、代わりに与える餌について 

1 件 

2024/10/10 一般 オンライン 

尾崎 

ラボ質問フォールからの質問に回答 

休眠蛹なのか否かの見分けかたにつ

いて 

1 件 

2024/10/18 一般 オンライン 

尾崎 

みんなの広場の質問に回答 

蛹から出てきた寄生蜂について 

1 件 

2024/10/18 一般 オンライン 

尾崎 

みんなの広場の質問に回答 

前蛹から出ている黒い液体について 

1 件 

2024/10/22 一般 オンライン 

尾崎 

みんなの広場の質問に回答 

イモムシサガシステムについて 

1 件 

2024/10/22 一般 オンライン 

尾崎 

みんなの広場の質問に回答 

逆さまに固定している前蛹について 

1 件 

2024/10/23 一般 オンライン 

尾崎 

みんなの広場の質問に回答 

蛹化直前に動かなくなった幼虫につ

いて 

1 件 

2024/10/29 一般 オンライン 尾崎 

みんなの広場の質問に回答 

ガットパージの成分について 

1 件 

 

 



 

日程 対象者 場所 行事名・内容 定量実績 

2024/10/30 一般 オンライン 

尾崎 

みんなの広場の質問に回答 

アゲハチョウの病気について 

1 件 

2024/10/31 一般 オンライン 

尾崎 

みんなの広場の質問に回答 

飼育容器の天井で蛹になったチョウ

を無事に羽化させる方法について 

1 件 

2024/11/1 一般 オンライン 

尾崎 

みんなの広場の質問に回答 

ナミアゲハの蛹は、固まったら取り

外して逆さまに置くのが良いのかに

ついて 

1 件 

2024/11/5 一般 オンライン 

尾崎 

みんなの広場の質問に回答 

脱皮しないで動かなくなった前蛹に

ついて 

1 件 

2024/11/5 一般 オンライン 

尾崎 

みんなの広場の質問に回答 

3 齢幼虫のまま前蛹になったキアゲハ

について 

1 件 

2024/11/5 一般 オンライン 

尾崎 

みんなの広場の質問に回答 

ナミアゲハの終齢幼虫の発育が遅い

ことについて 

1 件 

2024/11/8 一般 オンライン 

尾崎 

みんなの広場の質問に回答 

季節外れで羽化してしまったナミア

ゲハの取り扱いについて 

1 件 

2024/11/8 一般 オンライン 

尾崎 

みんなの広場の質問に回答 

蛹化が進まないナミアゲハの前蛹に

ついて 

1 件 

2024/11/13 一般 オンライン 

尾崎 

みんなの広場の質問に回答 

アオスジアゲハ幼虫の脱肛について 

1 件 

2024/11/13 一般 オンライン 

尾崎 

みんなの広場の質問に回答 

ナミアゲハ幼虫の発育遅延について 

1 件 

2024/11/28 科学者 福岡国際会議場 

尾崎 

日本分子生物学会年会 

フォーラム「虫の会(まじめ版)」運

営 

150 名 

2024/11/29 科学者 福岡国際会議場 

尾崎 

日本分子生物学会年会 

ポスター発表 

40 名 

2024/12/6 一般 オンライン 

尾崎 

みんなの広場の質問に回答 

12 月に羽化してしまったナミアゲハ

について 

1 件 

 



 

 

 

 

 

Ⅴ．発 表 



 

発 表 
 

 

１．著書・共著・対談集など 
 

永田和宏 

（2024）『基礎研究者―真理を探究する生き方』（大隅良典博士との共著）角川書店 

（2024）『未来の科学者たちへ』（大隅良典博士との共著） 韓国語版 角川書店 

      

近藤寿人 

Kondoh H. Molecular Basis of Developmental and Stem Cell Regulation (Springer-Nature, 2024) 

ISBN 978-3-031-39026-5/978-3-031-39027-2 (eBook) 

 

 

２．論文・総説 
 

永田和宏 

“Tolerable glycometabolic stress boosts cancer cell resilience through altered N-glycosylation and  

Notch signaling activation” S.Iwamoto, K.Nagata 他 18 名、Cell Death Dis. 15(1):53,2024 

Doi:10.1038/s41419-024-06432-z (2024) 

 

“Zn2+-dependent functional switching of ERp18, an ER-resident thioredoxin-like protein, Chika  

Tsutsumi ,Kaiku Uegaki,Riyuji Yamashita ,Ryo Ushioda ,Kazuhiro Nagata Cell Reports  

February 07, 2024 

 

近藤寿人 

Nakamura K, Watanabe Y, Boitet C, Satake S, Iida H, Yoshihi K, Ishii Y, Kato K, Kondoh H. 

(2024) Wnt signal-dependent antero-posterior specification of early-stage CNS primordia modeled 

in EpiSC-derived neural stem cells. Front Cell Dev Biol. 11:1260528. doi: 

10.3389/fcell.2023.1260528. 

 

Kondoh H, Takemoto T. (2024) The Origin and Regulation of Neuromesodermal Progenitors 

(NMPs) in Embryos. Cells. 13(6):549. doi: 10.3390/cells13060549. 

 

Konya K, Watanabe Y, Kawamura A, Nakamura K, Iida H, Yoshihi K, Kondoh H. (2024) Chicken 

embryo cultures in the dorsal-upward orientation for the manipulation of epiblasts. Dev Growth 

Differ. 66(8): 426-434. doi: 10.1111/dgd.12943. 

 

小田広樹   

Oda, H., Nishiguchi, S., Song, C., Murata, K., Uchihashi, T., Suzuki, Y. (2025) Nanoscale 

visualization of Drosophila E-cadherin ectodomain fragments and their interactions using DNA 

origami nanoblocks. Journal of Molecular Biology 437, 168875. 

https://doi.org/10.1016/j.jmb.2024.168875  

 



宮下怜・宇賀神篤・小田広樹・尾崎克久 

Identification and in vivo functional analysis of furanocoumarin- responsive cytochrome P450s in a 

Rutaceae-feeding Papilio butterfly. 

Journal of Experimental Biology, 227, 2024, jeb247791 

Rei Miyashita, Atsushi Ugajin, Hiroki Oda, Katsuhisa Ozaki 

 

蘇智慧・佐々木綾子・南紘彰・尾崎克久 

Arthropod Phylotranscriptomics With a Special Focus on the Basal Phylogeny of the Myriapoda 

Genome Biology and Evolution, Volume 16, Issue 9, 2024, evae189 

Zhi-Hui Su, Ayako Sasaki, Hiroaki Minami, Katsuhisa Ozaki 

 

蘇智慧 

Chou, P.-A., Yeh, W.-B., Su, Z.-H., Tzeng, H.-Y. (2024) Taxonomic study of Sycoscapter Saunders 

(Hymenoptera: Pteromalidae) associated with monoecious Ficus in Taiwan, with description of four 

new species. Zoological Studies 63:34. 

 

Su, Z.-H., Sasaki, A., Minami, H., Ozaki, K. (2024) Arthropod phylotranscriptomics with a special 

focus on the basal phylogeny of the Myriapoda. Genome Biology and Evolution evae189. 

 

Arimoto, K., Yukawa, J., Yafuso, M., Sasaki, A., Su, Z.-H. (2024) New genus and two new species 

of Cecidomyiidi (Diptera: Cecidomyiidae) inhabiting the fig wall of Ficus subpisocarpa and Ficus 

caulocarpa (Moraceae) in Japan and Taiwan. Entomological Science 27(3), e12583. 

 

 

３．評論・随筆 
 

（１）新聞 

 

永田和宏 

「たんぱく質 ERp18 過酸化水素の除去特性(京都産大)」 

朝日新聞、読売新聞、日刊工業新聞、東京報道新聞、大学プレスセンター 

「【天眼】ミスターラグビー平尾誠二の三十五年」京都新聞(2024.2.4) 

「【天眼】賀茂曲水宴という場と時間」京都新聞（2024.4.21） 

「天皇陛下ご即位 5 年 全国に交流の足跡（コメント掲載）」産経新聞（2024.4.30） 

「令和皇室の現在地ご即位 5 年 時代映すご一家像共感（コメント掲載）」 

産経新聞（2024.5.1） 

「【天眼】大学院生を増やさなければ」京都新聞（2024.7．7） 

「【天眼】イモムシのレストラン」京都新聞（2024.10．13） 

「日本人の忘れもの知恵会議―未来を拓く京都の集い」紙上討論 京都新聞(2024.12.18) 

 

（２）雑誌他 

 

永田和宏 

「⾷草園って知っていますか？」（『トイロビジネス』・自然総研）(2024.1) 



「巻頭インタビュー・素敵なこのひと」（『SKY』・京都新聞 SKY センター）(2024.1) 

「科学」（岩波書店）巻頭言「ヒトにしかできないこと」2024 年 2 月号 

「週刊新潮」皇室関係インタビュー 2024.2.1 号 

「女性自身」皇室関係インタビュー 2024.2.6 号 

「例会報告“知の体力”と“問う力”」 

（『KYOTO RAKUSAI』・京都洛西ロータリークラブ）(2024.3) 

「【わたしの湖郷】近江追憶歌合」（『［近江 ARS］別日本で、いい。』・春秋社）

(2024.5.13) 

「第 807 回講演会“寄り添う言葉”（講演録）（『會報』・一般社団法人監査懇話会

(2024.5.13） 

 

 

４．学会などの発表 
 

（１）特別講演・シンポジウム講演等 

 

永田和宏 

日本皮膚科学会 特別講演「ｺﾗｰｹﾞﾝ特異的分子ｼｬﾍﾟﾛﾝ Hsp47 のこれまで、そして今」 

（2024.6.6 京都・京都国際会館） 

資生堂研究所講演「分子シャペロンからプロテオスタシスへー基礎研究の現場から」 

（2024．10.31 横浜） 

 

近藤寿人 

Hisato Kondoh “Transition of embryonic central nervous system cell origin from neural-specific 

progenitors to neuromesodermal progenitors 

” 57th Annual meeting of JSDB（第 57 回日本発生生物学会年会）京都 2023 年 6 月 20 日 

 

小田広樹  

藤原基洋、秋山-小田康子、小田広樹、オオヒメグモにおいて重複胚形成 を解析するシス

テムの開発、日本動物学会第 95 回大会（2024. 9.12, 長崎）  

 

小田広樹、西口茂孝、Song Chihong、村田和義、内橋貴之、鈴木勇輝、DNA オリガミナノ

ブロックを用いたショウジョウバエ E-カドヘリン細胞外ドメイン断片とその相互作用のナ

ノスケールレベルの可視化、第 47 回日本分子生物学会年会（2024.11.27、福岡）  

  

秋山-小田康子  

Akaiwa, T., Oda, H., Akiyama-Oda, Y. Genome-based study of an arthropod segmented body plan 

using single-nucleus RNA-sequencing、第 76 会日本細胞生物学会大会 (2024.7.18, つくば)  

 

Akaiwa, T., Oda, H., Akiyama-Oda, Y. A single-cell and genome-wide approach to dissect pattern 

formation along an arthropod embryonic axis、Self-Organization in Biology, Freiburg Spemann-

Mangold Centennial Symposium (2024.9.16-17, フライブルグ、ドイツ)  

 



秋山-小田康子、赤岩孝憲、小田広樹、クモ初期胚におけるヘッジホッグシグナル伝達を

介した動的波状遺伝子発現の単一核 RNA-seq 解析、第 47 回日本分子生物学会年会

（2024.11.28、福岡）  

  

藤原基洋  

Fujiwara, M., Akiyama-Oda, Y., Oda, H. A mathematical model based on the spider embryo to 

test the multicellular self-organization of dynamic patterning of gene expression and cell convergent 

extension. 日本発生生物学会第 57 回大会 (2024. 6.22, 京都)  

 

Fujiwara, M., Akiyama-Oda, Y., Oda, H. A mathematical model based on the spider embryo to 

test the multicellular self-organization of dynamic patterning of gene expression and cell convergent 

extension.  

国際シンポジウム Mechanical control of biological self-organization (2024.6.17-18, 京都)  

 

Fujiwara, M., Akiyama-Oda, Y., Oda, H. Development of a systematic experimental system to 

induce body axes duplication in a common house spider, the emerging arthropod model、Self-

Organization in Biology, Freiburg Spemann-Mangold Centennial Symposium (2024.9.16-17, フラ

イブルグ、ドイツ)  

  

丹羽将之  

丹羽将之、小田広樹、ショウジョウバエ上皮カドヘリンの結合様式解明に向けたアラニン

置換体の網羅的スクリーニング、第 47 回日本分子生物学会年会（2024.11.27、福岡）  

  

中川恒  

中川 恒、秋山-小田 康子、河野 暢明、小田 広樹、モデル節足動物オオヒメグモ

（Parasteatoda tepidariorum） における遺伝子発現系の開発とその応用、第 47 回日本分子

生物学会年会（2024.11.28、福岡） 

 

尾崎克久  

尾崎克久、龍田勝輔、西岡樹里、Frédéric Marion-Poll、谷村禎一、吉川寛 

A gustatory receptor gene involved in host selection in Swallowtail butterflies. 

39th International Society of Chemical Ecology in Praha, 2024 年 7 月 16 日（招待公演） 

 

シングル核 RNA-seq によるアゲハチョウ味覚受容体の共受容体探索 

第 47 回 日本分子生物学会年会、2024 年 11 月 28 日 

 

宇賀神篤、尾崎克久 

宇賀神篤、宮下怜、尾崎克久 ミカン科食アゲハ幼虫におけるフラノクマリン応答性

cytochrome P450 遺伝子の機能解析 第 68 回日本応用動物昆虫学会大会 

2024 年 3 月 31 日 

 

廣嵜由利恵、尾崎克久、宇賀神篤 

廣嵜由利恵、尾崎克久、二河成男、宇賀神篤 アゲハチョウの産卵管に高発現する

Odorant binding protein (OBP)の解析 第 68 回日本応用動物昆虫学会大会 



2024 年 3 月 30 日 

 

廣嵜由利恵、尾崎克久、二河成男、宇賀神篤 産卵前にまた味見？アゲハチョウの産卵管

に発現する化学感覚関連遺伝子の解析 日本動物学会第 95 回大会、2024 年 9 月 14 日 

 

蘇智慧 

蘇智慧、岡本朋子 「絶対送粉共生系における共進化・共種分化機構の解明」 

日本進化学会第 26 回大会（2024.08.21-24、東海大学湘南キャンパス・神奈川県立生命の

星・地球博物館） 

 

 

５．講演・講義・シンポジウム 
 

（１）講演 

 

永田和宏  

監査懇話会講演（2024.3.4 東京・日比谷文化図書館） 

京都洛西ロータリークラブ 講演「知の体力と問う力」（2024.3.22 京都） 

奈良高専、鈴鹿高専講演会 「知の体力―科学とことばの力」（2024.7.9 奈良） 

たかつき市民環境大学講演（2024,8．22 高槻・BRH） 

ふれあいアップ講座「生命、このすばらしきもの」（2024.9.11 高槻・日吉台公民館） 

講演「基礎研究者としてやってきて」AMED/PRIME 統括講演（2024.9.18 宮崎） 

京都大学医学部校友会総会、特別講演「感受性をしなやかに」 

（2024.9.13 京都・京都大学） 

京都 SKY シニア大学特別講座「科学を文化として楽しむ」（2024.9.30 京都） 

第一回滋慶中ノ島セミナー（滋慶医療科学大学）「知の体力―科学とことばの力」

（2024.10.5 大阪) 

Breast Cancer Network Japan（あけぼの会）全国大会基調講演 

「寄り添う言葉―患者と家族を支える言葉の力」 

（2024.10．12 東京・ウイメンズプラザ） 

九条の会・高槻「私たちにできるささやかなこと」 

（2024.10.14 高槻・高槻市総合センター） 

西宮市ライフサイエンスセミナー40 周年記念講演会 

「50 年を生命科学とともにー今後の期待と危惧」 

（2024.10．26 西宮・西宮市フレンテホール）  

女子学院高等学校「表現することで変わっていく〈私〉」（2024.11.14 東京） 

鳥居薬品新人社員研修「科学的に考えるとは」（2024.11.15 オンライン） 

 

小田広樹 

大阪大学 生物科学の最前線「細胞間接着の進化」 (2024.12.9)  

 

秋山-小田康子 

奈良県立医科大学 基礎生物学実習 非常勤講師（2024.4.9〜7.10 奈良）  

 



蘇智慧 

「イチジク属植物とイチジクコバチの共生と共進化」琉球大学理学部 

（2024.02.28，那覇） 

館内講演（ミニレクチャー） 

日本分析化学専門学校 30 名（2024.05.23） 

 株式会社自然総研 27 名（2024.06.26） 

 大阪教育大学 自然科学コース生命科学系 4年 18 名（2024.06.26） 

NPO 法人大阪府民カレッジ高槻校 40 名（2024.07.05） 

 京都府立洛北高校附属中学 3 年生 80 名（2024.07.11） 

 大谷中学校 理科 中学 2 年生 60 名（2024.07.19） 

 大谷中学校 理科 中学 2 年生 60 名（2024.07.23） 

 香川県立高松西高等学校 27 名（2024.08.01） 

 成城学園中学校科学部 13 名（2024.08.07） 

 三重県立伊勢高等学校 23 名（2024.08.07） 

 愛媛県立松山南高校理数科 1 年生 42 名（2024.12.04） 

 

（２）講義 

 

永田和宏  

龍谷大学 新入生講義「知の体力と問う力」（2024.5.22 京都） 

大阪医科薬科大学 生命誌講義「タンパク質の一生」（2024.9.9 高槻） 

 

吉田賢右  

大阪医科薬科大学 生命誌講義「細胞とエネルギー」（2024.9.2 高槻） 

 

秋山-小田康子 

大阪医科薬科大学 生命誌講義「研究館の研究から：体の軸はどのようにできるのか？」

（2024.9.30 高槻） 

 

平川美夏 

大阪医科薬科大学 生命誌講義「ライフステージ医療」（2024.8.26, 10.7,21,28 高槻） 

高槻市立芝谷中学校 「総合的な学習」（2024.9.11 高槻） 

 

蘇智慧 

琉球大学理学部集中講義「DNA で探る系統と進化」(2024.02.28-29，那覇) 

 

 

（３）シンポジウム 

 

小田広樹   

生命誌公開シンポジウム 「多細胞動物の根幹をなす細胞間結合構造の多様化とその意味」

(2024.9.28 BRH)  

  

秋山-小田康子  



The 2nd JST International Symposium: Dynamics of Cellular Interactions in Multicellular Systems 

‘A molecular network that generates various stripe-forming dynamics.’ (2024.2.28 京都)  

 

Kyoto University International Symposium: Dynamics in Cell Communications ‘Quantitative 

dissection of the spider segmented body plan at single-cell resolution’ (2024.12.4 京都)  

 

 

（４）その他 

 

永田和宏  

歌会始（2024.1.19 東京・皇居） 

Voox インターネット放映「あなたの選ぶ一冊」「数式を使わない物理学入門」 

(2024.8.24 東京) 

公開対談 相良直彦「私のきのこ学」（2024.9.7 高槻市 BRH） 

京都新聞フォーラム「日本人の忘れもの知恵会議」公開座談会（2024.12.10 京都） 

 

 

６．テレビ・ラジオ出演 
 

（１）テレビ 

 

永田和宏 

「皇室日記」読売テレビ(2024.1.28) 

「皇室ご一家」関西テレビ(2024.1.28) 

NHK 全国短歌大会 挨拶・出演（2024.3.30 東京・NHK ホール） 

「皇室の窓」スペシャル（インタビュー出演）日本テレビ(2024.3.24) 

「Mr.サンデー」（愛子様お歌についてコメント）フジテレビ(2024.4.7) 

 

（２）ラジオ 

 

永田和宏 

NHK ラジオ「高橋源一郎の飛ぶ教室」生放送（2024.5.24 京都・NHK 京都放送局） 

NHK ラジオ「こころの時代 寄り添う言葉」公開対談 

（2024.8.24 東京・国立・NHK 学園） 

NHK ラジオ「こころの時代 歩くということ」 

四国八十八か所栄福寺住職白川蜜成氏と対談 (2024.10.20)（再放送 2024.10.27） 

NHK ラジオ「こころの時代 喪われた人と生きる」随筆家若松英輔氏と対談

（2024.10.27）（再放送 2024.11.3） 

NHK ラジオ第一 文芸選評(2024.11.9 東京) 

 

 
７．学会活動、社会貢献活動等 
 

永田和宏 



盛岡大学客員教授 

日本医療研究開発機構（AMED）CREST/PRIME 研究「プロテオスタシス」研究統括 

（プログラムスーパーバイザー） 

文部科学省 科学研究費補助金 学術変革領域研究（A） 

「マルチファセットプロテインズ」外部評価委員・領域アドバイザー 

文部科学省 科学研究費補助金 学術変革領域研究（A） 

「非ドメイン型バイオポリマーの生物学」外部評価委員・領域アドバイザー 

文部科学省 科学研究費補助金 学術変革領域研究（A） 

「タンパク質寿命が制御するシン・バイオロジー」外部評価委員・領域アドバイザー 

ロレアル − ユネスコ女性科学者日本奨励賞審査委員長 

安田記念医学財団 理事 

大隅基礎科学創成財団 評議員 

Scientific Reports, Editor 

日本細胞生物学会 名誉会員（元学会長） 

日本生化学会 評議員 

日本結合組織学会 評議員 

日本臨床ストレス応答学会 アドバイザー 

京都府立嵯峨野高等学校「スーパーサイエンスハイスクール」運営委員会委員長 

高槻高等学校「スーパーサイエンスハイスクール」運営委員会委員 

自然科学研究機構 教育研究評議会評議員 

たかつき能楽を楽しむ会 顧問 

湯川秀樹旧宅の保存と活用を願う市民の会 顧問 

猿橋賞(女性科学者を表彰する賞) 選考委員 

稲盛財団 評議員 

 

吉田 賢右 

大阪大学 医学部 非常勤講師 

文部科学省 科研費 新学術領域「マルチファセットプロテインズ」アドバイザー 

大隅基礎科学創成財団 審査委員長 

日本タンパク質科学会 名誉会員 

東京都総合医学研究所 外部評価委員 

 

近藤寿人 

近藤寿人 

ナショナルバイオリソースプロジェクト「ニワトリ・ウズラ」運営委員長 

JST さきがけプログラム「多細胞システムにおける細胞間相互作用とそのダイナミクス」

領域アドバイザー 

日本発生生物学会運営委員会監事 

Developmental Biology, Editorial Board 

Genes to Cells, Associate Editor 

 

小田広樹 

大阪医科薬科大学 生物安全管理委員会外部委員 

 



尾崎 克久 

科学誌 DNA Research 編集委員 

昆虫 DNA 研究会幹事 

まび蝶復活プロジェクト 2070 アドバイザー 

 

蘇智慧 

昆虫 DNA 研究会幹事 

 

 

８．外部資金獲得状況 
 

宇賀神篤 

継続 

チョウの食草選択的産卵行動における「食草品質検査器官」としての産卵管の役割の解明 

科学研究費補助金（基盤研究 C），2022 年–2024 年，代表者 

  

継続 

ミツバチの攻撃を解発する警報フェロモン「酢酸イソアミル」の受容と合成機構の解明 

公益財団法人サントリー生命科学財団 SUNBOR GRANT，2023 年–2025 年，代表者 

 

小田広樹 

科学研究費補助金 基盤 C一般(分担) 2020 年度〜2023 年度 (2024 年 3 月まで)  

シングルセル解析による体節形成の多様性を統合する分子基盤の解明  

 

科学研究費補助金 基盤 C一般(代表) 2022 年度〜2024 年度  

昆虫を系統づける細胞間接着構造の解明と機能分子デザインへの応用  

 

科学研究費補助金 基盤 B一般(分担) 2024 年度〜2026 年度  

多様な遺伝子発現波を制御する分子ネットワークの解明  

  

秋山-小田康子  

戦略的創造研究推進事業、個人型研究（さきがけ）2020 年 11 月〜2024 年 3 月 

縞パターン形成の多様性を生み出すネットワーク 

 

科学研究費補助金 基盤 C一般(代表) 2020 年度〜2023 年度 (2024 年 3 月まで)  

シングルセル解析による体節形成の多様性を統合する分子基盤の解明  

 

科学研究費補助金 基盤 B一般(代表) 2024 年度〜2026 年度  

多様な遺伝子発現波を制御する分子ネットワークの解明  

 

蘇智慧 

基盤研究（C）（代表） 

研究課題：絶対送粉共生系における機能的共進化・共種分化の統合的解明 

課題番号：23K05883 



研究期間：2023 年度〜2025 年度 

 

基盤研究（B）（分担） 

研究課題：植物と送粉者の種特異性における化合物のブレンドとキラリティーの役割 

課題番号：21H02562 

研究期間：2021 年度〜2024 年度 

 

近藤寿人 

基盤研究（C）（代表） 

研究課題：頭部形成を制御する転写因子 OTX2 の、エピブラストでの新しい機能の解明 

課題番号：21K06204 

研究期間：2021 年度〜2024 年度 

 

 



 

 

 

 

 

Ⅵ．事務セクター 



【事務セクターミッション】 

会社の持続的成長のため、経営と現場、ステークホルダーをつなぎ、

事業を支える 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

わたくしたちは、経営と事業、研究部門・表現部門を強力にサポートする事務の専門的集団です。 

事務セクターの業務は、館運営・コンプライアンスの推進・従業員教育・総務業務・経理業務・

秘書業務・受付業務等、多岐にわたっており、それぞれの業務において適正な取り組み、安定した

サービスの提供、従業員サービスの向上に努めております。 

また、宣伝・広報・イベント開催等の活動の支援と協力を積極的におこなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

是非、お越しください。 

ご来館 

お待ちしております！！ 



 

 

 

 

 

Ⅶ．JT 生命誌研究館について 

 

JT 生命誌研究館 概要等 

来館者実績・グッズ販売実績 

SDGs への貢献 

 



JT 生命誌研究館 概要等 

 

 

【設立経緯 沿革】 

1980 年 総合研究開発機構 NIRA の下河辺理事長（元国土庁事務次官）が三菱
化成生命科学研究所の中村桂子氏に「科学技術と人間」をテーマにし
た報告書を 5 年間でまとめるよう依頼。 

1987 年 7 月 中村氏が「生命誌研究館の提案」を掲げた報告書を NIRA へ提出し、
これを現実に作りたいと訴える。 

下河辺理事長が JT の長岡社長と水野繁氏を紹介。 

1990 年 6 月 生命誌研究館の設立が決定 

＜決定理由＞ 

JT は NIRA の提案に基づき検討した結果、JT の企業理念「生き生きとした時間をすべて

の人に提供する生活文化産業」に合致し、企業としての社会文化活動の実践としても適

切であると判断し、高槻市に建設を決定。 

＜高槻市に設立した理由＞ 

資産の有効活用のため、旧高槻工場の跡地に医薬総合研究所を建設するにあたり、併設

することとした。また、この地区は京大、阪大をはじめとする大学や国立研究所、博物

館も多く、開かれた活動を目指すため適切であると判断し、文化・学術都市を指向する

高槻市の意向と街の活性化につながるという地域の声も受けて設立を決定した。 

1991 年 生命誌研究館設立準備室設置（東京・虎ノ門） 

1993 年 4 月 株式会社生命誌研究館を設立 

＜株式会社とした理由＞ 

新しい試みである生命誌研究館の自由な活動を担保するため、財団ではなく株式会社と

した。 

1993 年 11 月 生命誌研究館開館 

＜生命誌研究館紹介＞ 

生命科学と多分野の学問研究との架け橋となる研究機関であり、一般来館者に開かれた

文化施設でもある。 

1997 年 7 月 JT 生命誌研究館に館名変更 

 

 

 

 

 

 

 



 

【JT 生命誌研究館 ミッション】 

生命論的世界観に基づく「科学的知」の創造と、その社会への還元 

 
<解説> 

JT 生命誌研究館：JT Biohistory Research Hall 

人間も含めてのさまざまな生きものたちの「生きている」様子を見つめ、そこから「どう生きるか」を探す新しい知

が「生命誌」“Biohistory”です。私たち人間を含む生きものの長い長い歴史物語でもあります。 

地球上の生きものたちは 38 億年前の海に存在した細胞を祖先とし、時間をかけて進化し、多様化してきた仲間です。

すべての生きものが細胞の中に、それぞれが 38 億年をどのように生きてきたかの歴史をしるすゲノム DNA を持って

います。ゲノム DNA は、壮大な生命の歴史アーカイブです。その歴史物語を読み解き、美しく表現することで、生き

ものの魅力を皆で分かち合い、生きることについて考えていく場が「研究館」“Research Hall”です。 

生命論的世界観 

人間だけが特別の生物なのではなく、細菌（バクテリア）や植物、動物を含めて、多くの生き物の一つ、自然の一部

であることを基本的な考え方とするのが、JT 生命誌研究館の持つ「生命論的世界観」であります。その上に立って、

自然を知り、自然を壊すことなく、しかも他の生物とヒトとの違いを認識するところから、いかに自然のなかで人間

独自の社会、生き方を培っていくのか、その大切さを模索してまいります。 

科学的知の創造と、その社会への還元 

発生、進化、生態系に的を絞った 4 つの研究室と、サイエンスの知の喜びを一般社会に還元しようとする表現部門が

一体となりユニークな活動をしている小さな集団ではありますが、「科学的知」の創造をいつまでも大切にしていくこ

と、その成果等を社会へ発信し、共有し続けていくことが JT 生命誌研究館の使命であると考えています。 

 

 

【会社概要】 

社名 
館名 

株式会社生命誌研究館（Biohistory Research Hall）  
JT 生命誌研究館 

代表取締役社長 廣渡清栄 

所在地 大阪府高槻市紫町 1-1 

HP https://www.brh.co.jp/ 

設立 1993 年 4 月設立、同年 11 月開館 

資本金 1 千万円（日本たばこ産業株式会社の全額出資） 

事業内容 日本たばこ産業株式会社から、JT 生命誌研究館の運営を受託 

企業文化活動として生きものを通じて自然・生命・人間について考
える機会を提供 
・ 研究成果の発表 
・ ワークショップ、セミナーの参加 
・ JT 生命誌研究館の記録・活動を紹介 
・ 展示物制作・展示 
・ ホームページの運営 
・ オリジナルグッズの制作・販売、季刊誌等の印刷物の制作 
・ JT 生命誌研究館の一般公開 
・ 各種イベント開催、文化施設等のイベント参加、出張展示 
・ その他 



 

従業員数 35 名（2024 年 12 月現在） 

役員 代表取締役社長 廣渡清栄 
代表取締役   妹川久人 
取締役     嶋吉耕史 
取締役館長   永田和宏 
監査役     西崎朱美 

歴代館長 1993/10～    岡田節人 
2002/ 4～    中村桂子 
2020/ 4～    永田和宏 

 

 

【事業・活動内容】 

1. 研究部門 ～ユニークなアプローチで、生命の本質に迫る発見をし、新たな知を創る～ 

生命の基本単位は細胞です。JT 生命誌研究館では、小さな動物の細胞を出発点に「進化、

発生、生態系」という切り口で生命誌を読み解く基礎研究をおこなっています。 

また、研究成果を国内外の専門雑誌、学会で発表しています。その他、シンポジウム、オ

ープンラボの主催、高等学校の科学・理科クラブへの研究指導等、アウトリーチ活動をおこ

なっています。 

 

＜研究室の紹介＞ 

(1) 細胞・発生・進化研究室 ～ハエとクモ、そしてヒトの祖先を知ろう～ 

私たちがモデル生物として開拓したオオヒメグモを中心に細胞や形作りの仕組みを

調べ、昆虫や脊椎動物と比べることによって、動物多様化の根底に存在する基本原理

を探ります。 

(2) 昆虫食性進化研究室  ～チョウが食草を見分けるしくみを探る～ 

チョウは食草の選び方を生まれながらにして知っています。本能のしくみを分子の

言葉で理解し、どの様な変化が進化を引き起こしたのか解明します。 

 

2. 表現部門 ～多様な表現媒体を活用して“生命を知る”知を社会と共有する～ 

研究は論文発表では終わらず、誰でも楽しめるよう美しく表現するところまでを含むと

いう考えから、研究内容を様々な媒体がもつ特徴を活かして社会へわかりやすく発信して

います。科学も、音楽や絵画のように人の心に伝わるものでなければ社会に入りこむことは

できません。スタッフ一人一人が考え、議論し、ものづくりのプロと協力して作品をつくり

上げます。JT 生命誌研究館では、独自で美しいものをつくる、この姿勢で表現を通して生

きものを考えるという挑戦をしています。そして、生きものを基本に置く社会づくりにまで

つなげて参ります。 

 

 



 

3. JT 生命誌研究館の一般公開 

1F、2F の展示ホールを入館無料で公開（自由に見学）しています。館内の展示・映像作

品から、生きもの研究が物語る生命誌の世界をじっくりお楽しみいただけます。また、スタ

ッフによる展示ガイドもおこなっており、”JT 生命誌研究館の活動”と”展示の見どころ”

を紹介しています（ご利用には事前予約等条件があります）。 

開館時間   毎週火曜～日曜日 10：00～16：30 

休館日    毎週月曜日、年末年始（12 月 29 日～翌年の 1 月 4 日） 

 

4. オリジナルグッズの制作・販売 

生命誌に関するグッズを制作し、館内グッズコーナーで販売しています。また、ホームペ

ージからも通信販売でお求めいただけます。 

 

5. 研究成果等を社会へ広く発信 

・ 国内外の専門雑誌、学会でのシンポジウム・ワークショップを通じて研究成果を発信 

・ グッズ、カード式刊行物を通じて科学を発信 

・ 科学を物語として伝える展示による発信 

・ 科学と芸術を融合したオリジナル作品（映像・朗読劇等）の上映・上演による発信 

 

6. イベントの開催 

皆様に、研究を身近に感じていただく、研究現場（実験をしたり考えたり）を実感いただ

くことを目的とした参加型のイベントを開催しています。また、実験講習会、ワークショッ

プ、その他特別イベント等も開催しています。 

 

＜研究員レクチャー＞ 

研究員が、探求と発見の日々、進行形の研究、そこで考えたこと、苦労話などを語るイ

ベント。 

 

＜オープンラボ＞ 

「実験室フロア」で実験の見学・体験、生きものの観察、研究員との語り合い等、皆様

に生きもの研究の現場を体験いただけるイベント。 

 

＜サマースクール＞ 

皆様に JT 生命誌研究館の一員となっていただき、実験したり、考えたり、話し合ったり、

表現したり、研究員が取り組んでいる課題に一緒に取り組んだりする等、研究員を体験

いただけるイベント。 

 

＜シンポジウム＞ 

研究員がゲストを迎え、講演やトークでテーマを深めるイベント。 



 

 

7. 研究指導 大学院生の受け入れ 

JT 生命誌研究館は大阪大学大学院理学研究科生物科学専攻の連携講座として大学院生を

受け入れ、大学院生は、連携招聘教員の指導のもと研究をおこないます。 

研究指導の他、日常的に自然全体を見渡して研究する、あるいは研究について学外のさま

ざまな方と直接お話をするといった機会も提供しています。 

 

8. 対外イベントへの出展 

・ 高槻市観光協会、高槻市のイベントに参加（出展） 

・ 他の博物館、文化施設、教育機関での出張展示、ワークショップ 

 

 

【組織図】 

 
 
【従業員数（2024 年 12 月現在）】 

研究セクター 11 名  

表現セクター 13 名  

事務セクター 11 名  

計 35 名  

  

 

昆虫食性進化研究室

研究セクター 表現セクター 事務セクター

細胞・発生・進化研究室

取締役館長



月別来館者数実績

一般来館 予約来館 月間計 年間累計 一般来館 予約来館 月間計 年間累計

1月 450 131 581 581 521 57 578 578 23
1/16ウオーキング同好会、1/23個人、1/25個人、1/26高齢
者大学 99.5% 99.5%

2月 504 146 650 1,231 648 48 696 1,274 25
2/2高槻市役所、2/15好文学園女子高等学校、2/20武庫川

女子大学附属高等学校、2/28近畿大学農学部学生団体

FeeLink
107.1% 103.5%

3月 1,166 106 1,272 2,503 1,194 74 1,268 2,542 27
3/1パナソニック　燃料電池・水素SBU　技術企画課、3/6京都橘高等学校2
年1組生物選択者、3/12NPO　大阪シニア自然カレッジ、3/14山梨県立日

川高等学校、3/19神戸海星女子学院理科　教員、3/27小学生と保護者、

3/28六甲山自然案内人の会　2班、3/29千原さま

99.7% 101.6%

4月 1,428 19 1,447 3,950 2,348 73 2,421 4,963 22
4/3京都産業⼤学 川根研究室、4/17無碍の会、4/23JT医薬総研 新⼊
社員研修、4/24JT関⻄⼯場 新⼊社員研修、4/25JTサスティナビリ
ティマネジメント部・JTPS 沙⽀店⻑、堀次⻑他２名

167.3% 125.6%

5月 819 160 979 4,929 829 81 910 5,873 26
5/15きずなの会（堺市民大学の同期生）、JTPS 新社長ほか同行者2名　ご

見学、NPO法人たかつき市民カレッジ、5/16茨木高校同窓会、5/18立命館

中学校・高等学校、5/23日本分析化学専門学校
93.0% 119.2%

6月 491 139 630 5,559 704 98 802 6,675 24
6/4高齢者大学武家政権同窓会、6/11片野田さま、6/13桜宮いきいきクラ
ブ、6/19ご家族、6/20KDDI執行役員/JCOM代表取締役社長岩木陽一様、
6/26自然総研、大阪教育大学　自然科学コース生命科学系4年、6/30兵庫
県立大院

127.3% 120.1%

7月 985 145 1,130 6,689 736 266 1,002 7,677 26
7/5NPO法人大阪府民カレッジ高槻校、7/10大阪市北区EXPO 2024関係

者、7/11京都府立洛北高等学校 附属中学校3年生、7/12個人、7/18シニ

ア自然大学校木曜日コース、7/19大谷中学校①、7/23大谷中学校②、

7/31シニアCITYカレッジ、大阪府立大宮小学校3年生

88.7% 114.8%

8月 1,134 186 1,320 8,009 1,005 155 1,160 8,837 26
8/1香川県立高松西高等学校、JT新任社外取締、8/6秋田県立秋田中央高等学校

躍進探究部、8/7成城学園中学校科学部、三重県立伊勢高等学校、8/9民間学童

放課後ベースわくわく、サンスポBASE、8/21家族・従姉妹、8/22たかつき市民環境

大学、8/23個人、8/27言語交流研究所ヒッポファミリークラブ

87.9% 110.3%

9月 645 48 693 8,702 672 100 772 9,609 23
9/11日本みどりのプロジェクト推進協議会、9/19高槻市文化財ス

タッフの会、9/20芥川高校理数探求ゼミ、好文学園女子高等学校、

9/25フリースクールいずみ、9/27個人
111.4% 110.4%

10月 565 173 738 9,440 611 107 718 10,327 27

10/1個人、ご家族、10/2ご家族、10/4JT医薬総合研究所 中西さま(外部

よりナカジマさまが来館)、10/8のばら、10/9島根県高校生団体、10/10ご

家族、10/18JT医薬総合研究所　生物研究所　西宇様、10/23ボランティア

あゆみ、山形大学附属中学校、10/25茨木手話サークルのばら、ヨッシー

会、JT Consumer Satisfaction

97.3% 109.4%

11月 587 110 697 10,137 528 112 640 10,967 25
11/7鹿児島県立指宿高校2年生、11/14ボランティアグループあゆみ、

11/19個人、11/20いきいき倶楽部高槻支部、団体、11/23松田さまご一

行(自由見学)、11/26ご友人、11/27八尾市北地区校長会
91.8% 108.2%

12月 679 178 857 10,994 607 133 740 11,707 23
12/4愛媛県立松山南高校理数科1年生、12/5熊本市立出水中学校、

12/11長崎県立対馬高等学校、12/18EDU ALL、12/20兵庫県立北条高
等学校１学年、彦根東高校？（自由見学）、12/26都立高校教員

86.3% 106.5%

合計 9,453 1,541 10,994 10,403 1,304 11,707 297

年度別来館者数実績
営業月数

B
1993年度 617 99 5 11月3日~3月31日

1994年度 6,407 245 12

1995年度 6,615 245 12

1996年度 5,948 246 12

1997年度 5,884 248 12

1998年度 5,465 248 12

1999年度 6,743 247 12

2000年度 6,069 245 12

2001年度 5,949 247 12

2002年度 6,912 248 12

2003年度 6,166 251 12

2004年度 8,440 248 12

2005年度 6,359 246 12

2006年度 6,283 247 12

2007年度 6,841 249 12

2008年度 7,665 249 12

2009年度 8,964 249 12

2010年度 9,159 248 12

2011年度 7,609 249 12

2012年度 11,332 255 12

2013年度 7,273 258 12

2014年度 8,503 198 9 決算期変更（4-3月→1-12月）

2015年度 9,706 258 12

2016年度 11,250 257 12

2017年度 9,612 259 12

2018年度 9,853 259 12

2019年度 10,460 259 12

2020年度 2,931 187 9 2月28日~5月31日　コロナ対応により臨時休館

2021年度 4,795 232 11 4月27日〜6月21日、8月23日〜9月13日、21日、28日臨時休館

2022年度 8,112 305 12

2023年度 10,997 303 12

2024年度 11,707 297 12
累計

8,964

9,159

6,069

5,949

6,912

6,166

8,440

6,359

6,283

6,841

7,665

7,609

11,332

7,273

8,503

（累計）
前年比

来館者数

A
617

6,407

営業
日数

月平均来館者数

A/B
123

534

(単月)
前年比

主な予約来館者
前年実績 2024年度実績

営業日数年度

9,612

9,853

10,460

6,615

5,948

5,884

5,465

6,743

551

562

530

514

496

576

506

703

763

240,623

455

490

496

606

747

639

570

2,931

4,795

8,112

10,994

11,707

9,706

11,250

945

524

備　　　考

976

916

676

436

326

872

821

801

938

809

634

944



■グッズ・書籍の販売数量

【別添資料】

時間外
手当＋

全館活動、表現セクター実績

（個）

区　　　　分 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 年度計

2023年度 47 50 272 121 158 59 154 131 70 118 96 115 1391
2024年度 86 104 167 215 147 109 111 110 79 75 308 123 1634

■グッズ・書籍の売上金額

（千円）

区　　　　分 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 年度計

2023年度 29 26 136 56 68 36 68 69 49 53 59 51 700
2024年度 44 55 57 59 67 48 58 42 31 23 125 55 662

※販売数量・売上⾦額のマイナス値は取引先(新曜社)からの返品による。
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JT 生命誌研究館の SDGsへの貢献 
 

 

JT生命誌研究館は、1993年の設立以来一貫して、生物種の多様性の重要性と、それに立脚し

た社会の持続可能性について訴えてきました。「SDGs」は 2015 年 9月に国連で採択され、社会課

題解決へ向けた世界共通目標になりましたが、それに先んじた活動です。 

これまでの活動をさらに発展させることによって、今後も「SDGs」の広がりに対して貢献して

まいります。 

 

 

生物多様性の大切さ 

 
地球上の生物は全て、約 38 億年前に生まれた共通祖先の末裔です。また、どの生物も細胞内

にある DNAで命を繋いできました。 

生物は 38億年の時間を掛けて、一千万種近くと推定されるまでに多様化しました。 

「ヒト」は他の生物と同様に本来は「自然の一部にすぎない存在」なのですが、科学技術を

高度に発達させたことにより、自分たちが「特別の存在」であると考えるようになりました。 

豊かな地球は生物の多様性により保たれています。しかし、この多様性は生物の繋がりの絶

妙なバランスの上に成り立っており、バランスが崩れ一旦破壊されると元に戻すことは難しい

と言われています。 

「ヒト」は有史以来、自然と共に生活を営み地球に対して大きな負荷を掛けることはありませ

んでしたが、科学技術を利用した近年の爆発的な拡大を続ける経済活動に伴う過度な負荷により、

生物の多様性が急速に失われてきています。「ヒト」の活動により地球は今まさに危機に瀕して

いるのです。 

社会全体が生物の多様性についてその重さを認識し、行動を変えれば危機を脱する可能性があ

ります。 

JT生命誌研究館には、生物の「共通性」と「多様性」に関する展示物が豊富にあるだけでなく、

様々なコンテンツ(設備・映像・図書・スタッフによる館内案内・イベント等)も有します。更に、

生物の「共通性」と「多様性」について他にはないユニークな視点から、また分かり易く説明を

することができる研究者が在籍していますので、生命科学を扱う研究者の間では一目置かれる存

在です。 

このように JT 生命誌研究館は「ヒト」が「特別の存在」ではないことに気付くための、そし

て生物の多様性の大切さ・かけがえのなさについて考えるための契機を提供することができる場

所であると自負しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



BRH が貢献する「SDGs 目標」 

 

 
陸の豊かさも守ろう 

海に生まれ陸にも広まったとされる生命体は、38億年の年月をかけて、一千万種を超え

るといわれる多様な生物種に発展してきました。このようにして生まれた生物種の多様性

によって、(1)生物種の住み分け、(2)生物種間の共生、(3)生物種間のバランスの取れた

食物連鎖――これらが安定して営まれるようになり、各々の生物種を繁栄させてきまし

た。生物全体の生存戦略の成果といえます。 

JT生命誌研究館は、設立時より時代を先取りして、この生物種の多様性の重要性、さら

にその中でのヒトの在り方について、学術的な基盤をもとに社会の洞察を促す活動を展開

してきました。当館では、常設展示の場で、初期の生命体から、さまざまな生き物が生み

出されてきた地球上の歴史を、標本やパネルを用いて具体的に示すとともに、館内案内ス

タッフによる「巡回ツアー」で一つ一つの展示の意義を説明しています。また、生き物の

多様性に関わる最新の研究を調査・発掘して、その現状を平易な表現で社会と共有する活

動を、積極的に行っています。さらに、生物種の住み分けや共生など、生物の多様性の重

要性を実感させるコンテンツについて、特別企画展を開催、映像を制作して上映、季刊誌

やホームページ上での定期的な掲載などを行っています。 

当館の４つの研究室では、生物の多様性を生み出してきた進化についての研究を進めて

います。「昆虫食性進化研究室」では、チョウが種ごとに幼虫の食草を変えて住み分ける

ために、それぞれの母チョウが卵を産みつけるべき植物を瞬時に見分ける、鋭敏な感覚機

構の進化を研究しています。「系統進化研究室」では、イチジク属の種ごとに異なった寄

生バチに花粉を運ばせるという共生関係が、どのように進化してきたのかを研究していま

す。「細胞・発生・進化研究室」では、クモと昆虫の発生の仕組みの違いを、ゲノムの変

化の観点から研究しています。クモは、海から上陸した節足動物の祖先の一つであるカブ

トガニに近縁であり、海から上陸したばかりの節足動物から、どのようにして多様な昆虫

が進化していったのかを示す研究です。「形態形成研究室」では、両生類を中心に脊椎動

物種ごとの発生の仕組みを比較しています。脊椎動物が海から陸へと生活圏を変えるに伴

って卵から親に発生する基本的なプロセスは維持しながらどこを変化させてきたのかを研

究しています。これらの、生物が多様化する由来を明らかにする研究の成果は、専門誌に

発表するだけでなく、ホームページ上で平易に解説し、一般社会人向けの講演を行い、さ

らに以下に示す様々な方法で、社会に浸透させています。 

近代以降のヒト社会の大きな変化によって、ヒトが生物の共生の破壊者になりかねない

今、当館が発するメッセージは、SDGsの目標の一つである「陸の豊かさも守ろう」につい

ての科学的な根拠となっています。また、当館も一員である JTグループの使命を記した

「JTグループミッション」は、『私たち JTグループの使命。それは、自然・社会・人間

の多様性に価値を認めお客様に信頼される「JTならではのブランド」を生み出し、育て、

高め続けていくこと。』を掲げており、多様性に価値を認めることを前提としています。

上述した生物の多様性の大切さが示すことは、自然・社会・人間も多様性を持つことの大

切さを示す根拠にもなっています。 



 
海の豊かさを守ろう 

生命体は海に生まれ、植物、動物の順で陸に上がってきましたが、陸上の生物はなお海の

豊かさに、そしてまた海も陸上の生き物の営みに、相互に依存しあっています。その結果、

(1)生物種の住み分け、(2)生物種間の共生、(3)生物種間のバランスの取れた食物連鎖は、

海と陸とを繋いだ地球規模のスケールで行われています。豊かな森林と生物相を源とする

川によって海の生物資源が栄えています。 

地上を覆う森林が CO2を吸収する（グリーンカーボン）とともに、海洋の豊富なプランク

トンや藻類も CO2 を吸収する（ブルーカーボン）ことによって地球の温暖化が抑制されてい

ます。ブルーカーボンを効率よく生み出すのは、サンゴ礁など多様な動物と植物が共生する

海の世界である一方、地球の温暖化はその共生社会を容赦なく破壊します。 

JT 生命誌研究館がさまざまなメディアを用いて発信している科学的な情報は、上で述べ

た、海の生き物の多様性の維持の重要性にも向けられています。 

 

 
質の高い教育をみんなに 

JT 生命誌研究館の表現セクターおよび研究セクターは、最先端の科学を基礎として、生

物の多様性に関わる様々な課題について、いろいろな切り口から掘り下げ、それらの現状に

ついて社会に発信しています。季刊誌やホームページでのわかりやすく噛み砕いた解説の

ほか、さまざまな「質の高い教育をみんなに」を与える活動を行っています。 

先に述べた「巡回ツアー」の参加者の多くは、「社会人学級」の一環として、来館された

方々です。また、大学・高等学校・中学校からの「学外学習」として来館されたグループに

対しては、館長・顧問・研究員がそれぞれのレベルに応じた講演を行うとともに、研究の場

としての当館を紹介しています。また、様々な参加者を対象とした対外講演を定期的に開催

して、当館が関わる諸分野の現状について解説しています。特に若い世代に向けては、サマ

ースクールやオープンラボなどの形で、科学の現場を体験する機会を提供しています。 

 

 
住み続けられるまちづくりを 

JT生命誌研究館は、国内外の関係機関(博物館、研究機関、教育機関、行政、地域、企業

等)が主催する様々な文化活動やイベントへ、できる限りの機会を捉えて積極的に参加して

います。パネル展示・映像上映・出張講演等を行い生物の多様性の重要性についての理解を

広め洞察を促すことにより地域貢献しています。また、当館４階のルーフガーデンに設置し

た「Ω食草園」は、生物の共生という学術的なメッセージを持った植生区画を都市空間に導

入した実例として注目され、高槻市の知名度およびイメージ向上の一翼を担っています。 



 
産業と技術革新の基盤をつくろう 

全世界が合意した 2030 年までに達成すべき SDGs による未来像と現状の間に大きなギャ

ップがあり、このギャップを埋めるためには社会の在り方を変えるイノベーション創出が

不可欠です。産業界における科学研究の促進や社会インフラの構築においても「持続可能

性」は優先課題であり、JT 生命誌研究館は、この課題解決に向けての基礎研究を行ってい

ます。 

 

 パートナーシップで目標を達成しよう 

JT 生命誌研究館は、設立以来、国内外の関係機関と連携し「生物種の多様性に立脚した

持続可能社会の構築」の重要性を唱えてきています。また、一貫したメッセージを学術研究

の国際的な公開や、ホームページ国際版によって発信することでグローバルなレベルでの

様々な施策に規範を与えています。 

 

 

 

 

人間は自然の一部であり、地球 38 億年のいのちのつながりを経て存在し、多様性

豊かな自然の中で生かされています。全ての人を取り残さず、SDGs が目指す持続可

能な社会の実現に貢献するため、JT 生命誌研究館は下記の活動に取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〒569-1125  大阪府高槻市紫町 1-1 

Tel: 072-681-9750（代表） www.brh.co.jp 

 

 

開館時間 10：00−16：30 入館無料 

休館日  毎週月曜日 

年末年始（12 月 29 日−翌年の 1月 4日） 

臨時休館/休館はホームページで 

ご確認ください。 

交通   JR 京都線高槻駅より徒歩 10 分 

阪急京都線高槻市駅より徒歩 18 分 

JR のご利用が便利です。 

「問い」を発掘する場 

JT 生命誌研究館 年報 2024 年度版 
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